
結
成
70
年
と
な
る
節
目
の
年
に
開

催
さ
れ
た
第
66
回
府
連
大
会
は
、
７

月
５
日
成
功
裡
に
終
わ
り
、
20
年
度

の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
会
後
の
16
日
に
は
堺
支
部
の
学

習
会
、
17
日
は
東
大
阪
支
部
総
会
。

23
日
に
は
女
性
部
運
営
委
員
会
が
あ

り
ま
し
た
。

大
会
後
の
第
２
回
常
任
理
事
会
で

は
、
今
年
の
不
再
戦
月
間
（
７
月
～

９
月
）
の
取
組
み
を
「
教
科
書
問
題
」

を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

侵
略
戦
争
を
肯
定
し
、
基
本
的
人

権
や
民
主
主
義
を
な
い
が
し
ろ
に
し

て
、
憲
法
「
改
正
」
を
押
し
付
け
る

教
科
書
を
採
択
さ
せ
る
組
織
的
な
動

き
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
の
事
実
を
ね

じ
曲
げ
歴
史
を
否
定
す
る
動
き
を
許

さ
な
い
活
動
に
全
力
を
あ
げ
て
い
き

ま
す
。
第
１
回
目
の
相
談
会
で
は
、

日
時
を
10
月
10
日
予
定
で
準
備
を
進

め
ま
す
。

新
年
度
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
２

月
に
着
任
し
た
大
阪
総
領
事
と
の
懇

談
を
８
月
26
日
に
行
い
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３
月
実
施
が
延
期
に
な
っ
た
第
８

回
中
国
百
科
検
定
は
、
11

月
29

日

（
日
）
に
実
施
さ
れ
、
す
で
に
申
し

込
ん
で
い
る
人
以
外
に
も
今
後
募
集

を
募
り
ま
す
。
受
験
講
座
も
準
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。

ひ
き
つ
づ
き
、
10
月
予
定
の
全
国

大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
め
ざ
し

仲
間
ふ
や
し
に
も
全
力
を
あ
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

（
松
尾

豊
）
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本
部
常
任
理
事
会

当
面
の
取
組
み
決
ま
る

中
国
百
科
検
定
や
不
再
戦
活
動
な
ど

大
阪
府
連
第
１
１
３
期
中
国
語
講

座
は
、
10
月
５
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
受
講
者
が
減
少
気
味

で
、
講
座
の
ク
ラ
ス
を
再
編
し
、
３

階
の
教
室
を
閉
鎖
し
、
２
階
の
教
室

と
会
議
室
を
使
用
し
て
開
講
・
運
営

し
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

新
入
生
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
に
、

中
国
語
講
座
を
受
講
さ
れ
る
よ
う
、

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
新
入
生
を
ご
紹

介
さ
れ
た
方
に
、
３
０
０
０
円
の
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

２
科
目
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
２
科
目

以
上
は
半
額
に
な
り
ま
す
。

７
月
17
日
東
大
阪
市
で
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
15
名
が
参
加
し
て
第
８
回
支

部
総
会
を
開
き
、
府
連
・
松
尾
豊
理

事
長
が
来
賓
の
挨
拶
を
、
平
松
悦
雄

常
任
理
事
が
来
賓
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
間
３
人
の
役
員
が

は
な
れ
、
も
っ
と
役
員
を

増
や
し
た
い
、
支
部
も
60

名
目
標
に
取
り
組
み
し
よ

う
と
役
員
会
で
話
し
合
い
、

こ
の
両
目
標
を
総
会
当
日

に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

感
動
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
今
年
入
会
し

た
人
も
参
加
し
、
自
己
紹

介
で
入
会
の
動
機
や
今
の

情
勢
も
出
し
合
う
な
ど
交

流
、
こ
の
人
は
準
会
員
で
し
た
の
で

会
員
に
移
行
す
る
と
決
意
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

報
告
・
提
案
・
役
員
選
出
・
採
択

の
あ
と
、
新
支
部
長
に
浜

正
幸
さ
ん
、
新
し
く
副
支

部
長
に
小
部
修
さ
ん
が
就

任
し
、
現
役
員
は
引
き
続

き
６
名
、
顧
問
１
名
、
特

別
相
談
員
２
名
を
選
出
。

コ
ロ
ナ
の
心
配
が
な
い

よ
う
懇
親
会
の
会
場
は
貸

し
切
り
で
大
変
盛
り
上
が

り
、
こ
れ
か
ら
も
日
中
友

好
運
動
に
ゆ
と
り
を
も
っ

て
参
加
で
き
る
と
確
信
に

な
り
ま
し
た
。

（
栗
山
俊
子
）

新
支
部
長
に
浜
正
幸
さ
ん
選
出

東
大
阪
支
部
総
会

７
月
23
日
西
支
部
太

極
拳
教
室
は
、
歩
法
の

特
別
練
習
会
を
20
名
の

参
加
で
行
い
ま
し
た
。

全
て
の
運
動
の
基
本

は
立
つ
、
歩
く
か
ら
、

「
武
術
は
歩
法
よ
り
訓

練
を
は
じ
め
、
悟
り
と

迷
い
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
進
退
の
歩
法
や
蹴

り
の
練
習
を
し
て
ゆ
け

ば
、
武
術
の
極
意
に
達

し
、
武
術
上
の
知
恵
を

得
る
に
い
た
れ
ば
、
敵
の
隙
に
乗

じ
て
攻
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

敵
の
変
化
に
対
応
し
て
粘
り
つ
く

こ
と
が
出
来
る
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
歩
法
は
上
達
へ
の
道
で
す
。

第
１
０
７
期
西
支
部
太

極
拳
教
室
は
、
９
月
３
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

練
習
種
目
は
24
式
、
48
式
、

32
式
剣
、
棍
術
で
、
準
備

体
操
に
ヌ
ン
チ
ャ
ク
を
使

い
ま
す
。

棍
術
の
既
修
者
ク
ラ
ス

は
恒
岡
本
部
指
導
員
が
担

当
し
ま
す
。
９
月
の
練
習

日
は
４
回
と
も
北
ス
ポ
ー
ツ
で
行

い
ま
す
。
講
習
料
は
１
３
０
０
０

円
、
日
中
会
員
は
１
２
０
０
０
円

で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

太
極
拳
歩
法
の
特
別
練
習
会

西
支
部
太
極
拳
教
室

基
本
は
歩
く
こ
と

皆
様
の
本
棚
を
ご
覧
に
な
っ
て
下

さ
い
。
「
こ
の
本
で
中
国
歴
史
に
入

門
し
た
」
「
こ
の
一
冊
で
漢
詩
に
目

覚
め
た
」
な
ど
、
以
前
お
世
話
に
な
っ

た
本
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

中
国
百
科
検
定
の
学
習
に
燃
え
る

仲
間
が
、
公
式
テ
キ
ス
ト
か
ら
一
歩

進
ん
だ
学
び
を
求
め
て
、
そ
の
よ
う

な
本
を
待
っ
て
い
ま
す
。

日
中
友
好
協
会
に
あ
な
た
の
本
を

寄
贈
し
て
下
さ
い
。
会
員
が
自
由
に

利
用
で
き
る
書
籍
コ
ー
ナ
ー
と
し
て

『
日
中
文
庫
』
を
作
り
ま
す
。

中
国
百
科
検
定
の
学
習
に
も
役
立

つ
文
庫
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
本
を

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
地
理
分
野
で

は
世
界
遺
産
の
紹
介
本
、
政
経
分
野

で
は
政
治
の
入
門
書
、
歴
史
分
野
で

は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
通
史
、
文
化

分
野
で
は
伝
統
行
事
の
解
説
書
な
ど

で
す
。
本
を
通
じ
て
会
員
の
交
流
の

場
に
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
日
中
文
庫
（
仮
称
）
』
方
針
（
案
）

１
、
寄
贈
本
に
よ
る
文
庫
と
す
る
。

２
、
中
国
お
よ
び
日
中
友
好
に
関
す

る
本
を
集
め
た
文
庫
と
す
る
。

３
、
日
中
友
好
協
会
会
員
に
よ
り
運

営
さ
れ
る
。

（
日
中
文
庫
担
当
）

８
月
４
日
か
ら
９
日

９
時
半
か
ら
４
時
半

大
阪
市
立
美
術
館

地
下

（
天
王
寺
公
園
内
）

第
58
回

具
現
展

油
絵
・
水
彩
・
き
り
え

日
中
文
庫
準
備
中

10
月
か
ら
第
１
１
３
期
中
国
語
講
座

無
料
レ
ッ
ス
ン
も
あ
り
ま
す

西
支
部
教
室
は

９
月
３
日
か
ら

１
９
８
３
年
１
月
東
京
に
次
い
で

関
西
で
５
月
に
始
め
ら
れ
た
陳
式
簡

化
太
極
拳
は
、
30
数
年
経
っ
て
今
年

５
月
１
日
に
新
版
が
発
行
さ
れ
、
動

作
説
明
も
構
成
も
わ
か
り
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
指
導
者
に
と
っ
て
も
、

こ
れ
か
ら
始
め
ら
れ
る
方
に
も
お
薦

め
の
一
冊
で
す
。
皆
さ
ん
と
共
に
学

び
合
い
た
い
と
思
い
講
習
会
を
開
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

10
回
コ
ー
ス
で
毎
月
一
回
、
原
則

毎
月
第
２
日
曜
日
午
後
、
８
月
９
日

（
日
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

指
導
は
日
中
友
好
協
会
本
部
指
導

員
の
恒
岡
正
勝

他
が
担
当
、
受
講

料
は
10
回
一
万
円
で
、
一
回
ご
と
の

参
加
は
２
千
円
で
す
。

会
場
は
国
労
会
館
三
階
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
天
満
駅
前
）
１
時
か
ら
４
時
、

北
ス
ポ
ー
ツ
（
阪
急
中
津
駅
前
）
は

12
時
か
ら
３
時
で
す
。
定
員
は
30
名

で
各
教
室
か
ら
の
推
薦
者
と
し
ま
す
。

[

申
込
み
方
法]

各
教
室
で
取
り
ま
と
め
て
府
連
事

務
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

人
数
多
数
の
場
合
は
調
整
し
ま
す
。

第
１
回

国
労
会
館
３
階

８
月
９
日
（
日
）
１
時
か
ら
４
時

第
２
回

国
労
会
館
３
階

９
月
21
日
（
祝
）
１
時
か
ら
４
時

主
催
は
日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連

合
会
・
太
極
拳
委
員
会
で
す
。

陳
式
簡
化
太
極
拳
特
別
講
習
会

テ
キ
ス
ト
（
新
版
）
発
行
記
念

２
団
体
44
名
２
６
６
５
２
０

円
（
７
月
末
）
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

府
連
事
務
所
は
、
８
月
９
日

か
ら
16
日
ま
で
夏
休
み
で
す
。

夏
期
募
金

有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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７
月
16
日
堺
市
立
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
で
堺
支
部
第
五
回
学
習
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
藤
田
事
務
局
次
長
の

司
会
進
行
で
、
浅
田
支
部
長
の
堺
市

の
中
学
校
の
歴
史
教
科

書
の
採
択
問
題
を
含
む

挨
拶
の
後
、
石
井
勉
さ

ん
の
「
ミ
ニ
中
国
語
講

座
」
で
は
、
中
国
か
ら

日
本
が
学
ん
だ
漢
字
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

ま
ま
日
常
的
に
使
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
」
（
楠
本
辰
作
先
生
）

で
は
、
近
い
将
来
必
ず

起
こ
る
地
震
で
あ
る
こ
と
。
地
震
そ

の
も
の
の
起
こ
る
原
因
と
津
波
の
強

さ
と
破
壊
力
な
ど
、
何
百
年
と
い
う

過
去
の
記
録
か
ら
判
断
出
来
、
次
の

地
震
に
対
す
る
心
構
え
を
学
び
ま
し

た
。
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
プ
レ
ー
ト
が
、

日
本
列
島
が
乗
っ
て
い
る
大
陸
プ
レ
ー

ト
の
下
に
、
一
年
に
４
セ
ン
チ
の
割

合
で
沈
み
込
ん
で
い
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
、

大
陸
プ
レ
ー
ト
が
引
き

ず
り
込
ま
れ
て
、
そ
の

反
動
で
跳
ね
上
が
る
と

言
う
こ
と
。
過
去
に
起

こ
っ
た
宝
永
の
地
震
の

際
に
は
、
大
阪
で
も
10

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
波

が
来
た
こ
と
。
あ
る
学

者
の
研
究
に
よ
る
と
次

の
地
震
は
、
２
０
３
８

年
ご
ろ
に
起
こ
る
と
推

測
が
出
来
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
新
し
く
深
い
知
識
を
参
加
者

に
与
え
ま
し
た
。

（
田
丸
博
治
）

堺
支
部
第
５
回
学
習
会
で
地
震
を
学
ぶ

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
考
え
る

７
月
23
日
女
性
部
運
営
委
員
会

を
半
年
ぶ
り
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
す
る
な

か
、
２
月
以
降
女
性
部
の
す
べ
て

の
活
動
が
中
断
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
関
連
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
見
て
い

る
と
気
が
滅
入
り
、
体
調
を
崩
す

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は

底
力
の
あ
る
日
中
女
性
部
。
み
な

さ
ん
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
心
身

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
自
粛
生
活
を
す
ご
し
て

い
ま
し
た
。

「
自
作
の
漢
詩
を
吟
じ
た
」

「
蔵
書
で
読
ん
で
い
な
か
っ

た
も
の
を
読
ん
だ
り
、
改

め
て
読
ん
だ
り
、
と
に
か

く
読
書
三
昧
」
「
太
極
拳

の
準
備
運
動
を
毎
日
続
け

た
」
「
散
歩
や
ラ
ジ
オ
体

操
を
し
た
」
「
自
家
製
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
食
事
作
り
」
「
不

安
を
抱
え
な
が
ら
も
仕
事
に
い
け

た
の
が
救
い
」
「
孫
娘
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ダ
ン
ス
練
習
の
応
援
」
な
ど

な
ど
。
こ
れ
ま
で
の
忙
し
い
生
活

の
中
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

じ
っ
く
り
取
り
組
み
、
日
中
友
好

や
女
性
部
の
こ
と
な
ど
を
考
え
る

い
い
期
間
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
、
二

胡
、
太
極
拳
、
漢
詩
、
舞
踊
、
コ
ー

ラ
ス
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
動
し

て
い
る
女
性
会
員
同
士
が
集
い
、

発
表
し
交
流
で
き
る
場
を
も
と
う

と
の
話
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
し
て
い
る
現

状
で
は
、
延
期
に
な
っ
て

い
る
映
画
会
、
懇
談
会
な

ど
の
実
施
は
難
し
い
の
で
、

今
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

当
面
は
運
営
委
員
中
心
で

日
中
戦
争
関
連
、
平
和
学

習
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
視
聴

し
学
習
を
続
け
る
予
定
で

す
。顔

を
合
わ
せ
る
と
生
の

声
が
聞
け
、
笑
顔
や
表
情

か
ら
も
元
気
を
も
ら
え
ま
し
た
。

今
は
力
を
蓄
え
る
時
期
と
と
ら
え

今
後
の
活
動
に
向
け
、
情
報
交
換

も
で
き
、
夢
と
希
望
を
語
り
あ
え

た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

（
女
性
部

浅
田
美
奈
子
）

女
性
部

久
し
ぶ
り
の
運
営
委
員
会

７
月
18
日
（
土
）
２
時
か
ら
東

灘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
安
井
三
吉

神
大
名
誉
教
授
を
講
師
に

現
代

中
国
学
習
会
「
コ
ロ
ナ

感

染
症
と
中
国
の
こ

れ
か
ら
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
中
国
建
国
か
ら
70

年
こ
の
５
年
間
に
大
き

な
変
化
が
あ
り
、
習
近

平
体
制
の
強
化
、
大
富

豪
の
出
現
、
世
界
の
最

先
端
を
ゆ
く
Ｉ
Ｔ
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
社
会
、
深
刻

化
す
る
中
米
対
立
な
ど

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
７
年
の
香
港
返
還
後
の

主
な
経
過
と
最
近
の
「
国
家
安
全

法
」
の
成
立
経
過
と
法
と
機
構
な

ど
も
説
明
。
一
国
両
制
か
ら
一
国

一
制
へ
民
主
派
へ
の
威
嚇
・
弾
圧
・

自
主
規
制
が
続
き
、
国
連
人
権
理

事
会
も
懸
念
し
て
い
る
。

武
漢
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
発
生
を
、

李
文
亮
眼
科
医
師

が
警
鐘
を
な
ら
し

た
が
、
武
漢
政
府

と
中
央
政
府
は
隠

蔽
し
、
初
動
の
遅

れ
が
武
漢
か
ら
外

国
へ
感
染
が
拡
大

し
た
。

中
国
は
21

年
の

「
小
康
」
社
会
の

全
面
実
現
と
脱
貧

困
、
35
年
は
「
中
国
の
夢
」
中
間

点
、
50
年
は
社
会
主
義
現
代
化
強

国
（
富
強
・
民
主
・
文
明
・
和
諧
・

美
麗
）
を
め
ざ
し
て
い
る
。

神
戸
で
「
現
代
中
国
学
習
会
」

コ
ロ
ナ
感
染
症
と
中
国
の
こ
れ
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
で
自
粛
、
延
期
し

て
い
た
第
８
回
中
国
百
科
検
定
試

験
は
、
11
月
29
日
（
日
）
午
後
、

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
立
男

女
共
同
参
画
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・

大
阪
・
天
満
橋
）
で
の
実
施
が
決

ま
り
ま
し
た
。

中
国
百
科
検
定
で
の
合
格
め
ざ

し
テ
キ
ス
ト
や
問
題
集
に
取
り
組

ん
で
い
る
方
の
た
め
の
学
習
の
場

と
し
て
、
府
連
教
室
で
「
百
科
検

定
・
日
中
カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
自
習
を
基
本
に
し
な
が

ら
も
、
受
験
者
が
お
互
い
に
勉
強

の
仕
方
や
、
体
験
を
交
流
す
る
場

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
百
科
検
定
・
日
中
カ
フ
ェ
」
と

あ
わ
せ
て
対
策
講
座
も
開
講
準
備

し
て
い
ま
す
。
会
場
は
大
阪
府
連

（
東
洋
ビ
ル
本
館
）
教
室
で
す
。

百
科
検
定
試
験

日
中
カ
フ
ェ
と
対
策
講
座

城北支部納涼のつどい

8月29日（土）１２：００～

「中国の情勢・香港の状況ー基本的な見方」

講師：山本恒人 大阪経済大学名誉教授

１３：３０～懇親会（会費1500円）

城東民主商工会 3階

「アジアから問われる日本の戦争」展
９月２１日（敬老の日）１０：００～２０：００

９月２２日（秋分の日）１０：００～１８：００

エルおおさか 入場無料

香港問題徹底解説！「学習講演会」

香港基本法＝一国二制度順守は国際公約

ーなぜ中国政府は〈最善手〉をふみ外したのかー

講師：山本恒人 大阪経済大学名誉教授

９月１３日（日）１４：００～１６：００

神戸市東灘文化センター ＪＲ住吉駅すぐ

１０月５日から第１１３期中国語講座

各種講習会・支部行事予定

ホ
テ
ル
で
働
い
て
お
り
、
以
前

よ
り
も
中
国
か
ら
の
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

中
国
百
科
検
定
で
学
ん

だ
幅
広
い
知
識
は
お
客

様
を
お
も
て
な
し
す
る

上
で
も
役
に
立
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

中
国
で
人
気
の
日
本

食
や
商
品
の
特
徴
を
知
っ

て
、
お
客
様
に
ご
紹
介

す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商

店
の
選
択
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
や
中
国

の
祭
事
に
あ
わ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
考
え
た
り
、
お
客
様
と
出
身

地
の
お
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
と

活
用
し
だ
い
で
可
能
性
が

広
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
国
語
を
お
客
様
を
お

迎
え
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で

勉
強
す
る
の
は
大
変
で
す

が
、
中
国
百
科
検
定
を
と

お
し
て
知
識
を
身
に
つ
け
、

そ
れ
を
活
用
し
て
お
も
て

な
し
を
す
る
こ
と
は
す
ぐ

に
で
も
取
り
組
め
ま
す
。

(

会
社
員
30
代)

中
国
百
科
検
定
を
受
験
し
て

本
部
Ｈ
Ｐ
受
験
者
の
声
か
ら


